
 

 

 

 

 

 

 

 282～285号に引き続き、本校の「教員＆授業特集～第５弾～」を掲載いたします。本校の特色ある授業をぜひ、

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 芸術科の特徴 

本校では、芸術教科で今年度入学生まで「音楽」を開設しています。カリキュラムは、１年生で「音楽Ⅰ」３年生で

「音楽Ⅱ」を開講しています。小規模校で「音楽」を開設している学校は珍しく、長万部中学校の吹奏楽部など音楽連

携を意識し、開設しています。 

次年度入学生からは、書道に変更となります。遠隔授業（T-base）を活用した授業となります。カリキュラムは、１

年生で「書道Ⅰ」となります。 

２ 授業の様子 

（１）１学年 音楽Ⅰ（２単位） 

歌唱、器楽、鑑賞、創作の活動に取り組んでいます。音楽に親しみを持ってもらうことを大切にしており、歌唱や鑑

賞の単元では、小中学校での既習事項や生徒の皆さんの得意・不得意、興味・関心に基づき、扱う曲や学習方法を工夫

しています。器楽では、クラシックギターに挑戦しています。 

 

 

 

 

 

 

（２）３学年 音楽Ⅱ（２単位） 

 「音楽で生活や社会を豊かにする」をテーマに、幅広いジャンルの音楽活動や地域と連携した演奏活動に取り組ん

でいます。「自由表現」では、学校祭や地域の介護施設で演奏を行います。シーンに合わせて曲や表現方法を選択し、

発表に向けて練習します。また、「レコード・プル」という活動では、自分の大切な音楽を紹介し合うことで、音楽を

とおして自分や仲間の新しい一面を発見しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写万岳の風にのせて 

北海道長万部高等学校 

学校だより 

学校だより 

令和７年度 10月号 
通算２８６号 

長万部高校「教員＆授業特集」Topics 

芸術科・音楽→Ｒ８入学生より「書道」へ 

氏名：山岸 みのり 教諭 

教科：芸術（音楽）科  

部活動：吹奏楽部・軽音楽部 

分掌：生徒指導部 

科目：１年（音楽Ⅰ） 

３年（音楽Ⅱ） 

 次年度書道の様子 



 先日、八雲総合病院での地域医療講演会に行ってきました。テーマが『起立性調節障害』で、

①医療（小児科とリハビリ：理学療法士）と②患者本人と③その家族という三つの視点からの

お話がとてもわかりやすく、参考になるものだったので、紹介します。 

起立性調節障害の症状 

◇朝起きられない。◇倦怠感。 

◇めまい・立ちくらみ。 

◇立っていると気分が悪くなる。 

◇失神・頭痛など。 

◆背筋を伸ばすとムカムカする。（講義中の体験談ではこのような表現を

していました。） 

◇朝は苦手（症状が強い）だが、午後からは改善し、夜には元気になり、

目が冴えて寝付けなくなる。 

◇身体を横にしていると楽なので、ゴロゴロと寝 

そべることが多くなる。 

・・・こんなことから、「宵っ張りの朝寝坊」と 

か「怠けもの」などと誤解されることが多い。 

◇特効薬はないので、すぐ治るというものでは 

ない。 

◇活動量が減ると筋力が低下し、症状は悪化し 

てしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 保健室の紹介 

保健室は、みなさんの心とからだの健康を守る場所です。けがをしたときや体調がすぐれないときはもちろん、ち

ょっと疲れたな、気持ちが落ち着かないな、というときにも気軽に立ち寄ってください。 

学校生活の中では、体だけでなく心も大切です。保健室では、健康相談や休養、けがの手当てのほか、生活リズムや

人間関係の悩みなど、いろいろなお話を聞いています。ひとりで抱え込まずに、いつでも声をかけてくださいね。 

 

  養護教諭より    

みなさんが安心して毎日を過ごせるよう、保健室でお待ちしています。笑顔で過ごせるように、一緒に健康づくり

をしていきましょう！ 

 

２ ほけんだよりの紹介 

 「ほけんだより」は、みなさんの心と体の健康を守るための情報をお届けするお便りです。季節ごとの健康管理の

ポイントや、けが・病気の予防、生活リズムの整え方など、学校生活に役立つ内容を分かりやすく紹介しています。 

保健室での出来事や、最近よくある相談なども取り上げながら、みなさんがより安心して学校生活を送れるように

サポートします。忙しい毎日の中で、少し立ち止まって自分の体や心を見つめるきっかけにしてもらえたらうれしい

です。 

   養護教諭より    

「保健室は、体の不調だけでなく、心がちょっと疲れたときにも来ていい場所です。 

『ほけんだより』をとおして、みなさんの健康をいっしょに考えていけたらと思っています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室（個別に対応・癒やしの空間） 

氏名：三澤 千恵 教諭 

教科：養護教諭（保健室）  

部活動：バスケットボール部 

分掌：生徒指導部・衛生推進者  

 

定期的にスクールカウンセラーの先生が来校します！ 

 勉強のこと、進路のこと、人間関係や将来についての様々な悩みにつ

いての相談ができます。困っていることや何となく不安な気持ちも、話

してみると、心が楽になったり、解決の糸口が見つかるかも知れません。 

 保護者等の方々も面談することができます。 

 

不登校の原因の３～４

割と言われています。 

血液検査などでは、異常が無いという

ことが多く、正しい診断まで時間がかか

ることもある。そのため具合の悪い日は

長引き⇒不安が増し⇒その不安がストレ

スとなり⇒さらなる体調不良を招く･･･

という悪循環になることも多い。 

1１月行事予定 


